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私たちの未来を豊かにする「明治」の価値
一緒に残し、伝えていきませんか
歴史的建造物を中心とした「明治時代からの贈り物」を未来へ残し続けるためには、
多くの資金が必要です。明治村事業へのご支援をお願いします。

・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための展示建造物の維持・保存修理
・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための歴史資料の維持・保存修理
・ 未来の指針となる明治時代の価値を伝えるための展示（常設展及び企画展）
・ 明治時代製造の蒸気機関車及び京都市電の動態展示
・ 博物館明治村の事業全般

ご支援の内容

1回3,000円からご支援いただけます（マンスリーサポーターは月額1,000円から）
公益財団法人明治村へのご寄付は一定の「税制控除対象」となります。

明治村みらい基金へのご寄付は、以下の方法で行うことができます。

・ クレジットカード
・ 金融機関からの振込
・ ゆうちょ銀行からの払込

ご寄付の方法

詳しくは博物館明治村公式サイト内
「明治村みらい基金」をご覧ください。
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本
郷
喜
之
床
は
江
戸
期
か
ら
の
伝
統
的
木
造
様
式

の
細
部
の
特
徴
を
残
し
た
店
舗
付
二
階
建
て
町
屋
で

あ
る
。
一
階
は
喜
之
床
と
い
う
理
髪
店
で
、
二
階
が

六
畳
二
間
か
ら
な
る
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
年
代
、喜
之
床
は
、道
路
拡
幅
の
た
め
、立
ち

退
き
か
大
幅
の
改
築
か
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
明
治
村

は
、明
治
期
の
理
髪
店
と
し
て
喜
之
床
を
是
非
展
示
に

加
え
た
い
建
築
と
し
て
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
、そ
れ

以
上
に
東
京
で
唯
一
残
っ
た
、国
民
的
歌
人
石
川
啄
木

ゆ
か
り
の
住
ま
い
と
し
て
の
喜
之
床
を
望
ん
で
い
た
。

明
治
村
が
、移
築
に
向
け
て
力
を
入
れ
た
の
は
当
然
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
喜
之
床
の
所
有
者
新
井
家
は
バ
ー

バ
ー
ア
ラ
イ
の
名
で
営
業
を
続
け
て
い
た
。
理
髪
店

は
改
造
を
重
ね
て
い
た
が
、幸
い
に
も
痕
跡
よ
り
復
原

は
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、新
潟
県
上
越
市
に
あ
っ
た

同
時
代
の
入
村
理
髪
店
等
か
ら
、調
度
品
や
室
内
の
飾

り
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
て
明
治
村
に

無
事
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
隣
接

す
る
小
泉
八
雲
避
暑
の
家
と
比
べ
る
と
本
郷
喜
之
床

の
建
物
の
建
ち（
階
高
）は
際
立
っ
て
高
い（
写
真
１
）。
移

築
の
際
の
綿
密
な
考
察
か
ら
明
治
後
期
の
建
設
で
あ

る
と
考
察
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
喜
之
床
の
見
ど
こ
ろ

は
明
治
期
理
髪
店
の
具
体
復
原
例
で
あ
る
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
か
つ
て
の
本
郷
通
り
に
面
し
た
二
階
の
窓

か
ら
、本
郷
時
代
に
撮
ら
れ
た
羽
織
袴
姿
の
啄
木
の
全

身
写
真
が
立
て
ら
れ
て
い
る（
写
真
２
）。
そ
の
姿
は
、
往

来
の
人
々
を
眺
め
て
い
る
の
か
、あ
る
い
は
自
身
の
内

面
を
覗
き
込
ん
で
い
る
の
か
、微
妙
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
る
。
こ
の
建
物
自
体
の
価
値
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、そ
の
二
階
に
啄
木
が
顔
と
姿
を
覗
か
せ
て
い
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
て
く
る
。

　

啄
木
は
、
戸
籍
上
、
明
治
十
九（
一
八
八
六
）年
二
月

二
十
日
、
岩
手
県
南
岩
手
郡
日
戸
村
の
曹
洞
宗
常
光
寺

に
、
同
寺
住
職
石
川
一い

っ
て
い禎

の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。

本
名
は
一は

じ
め。

生
後
ま
も
な
く
隣
村
の
渋
民
村
宝
徳
寺

に
一
家
で
移
住
し
、
学
齢
よ
り
一
年
早
い
明
治
二
十
四

年
、
数
え
六
歳
で
渋
民
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
。
彼

は
こ
こ
で
神
童
と
呼
ば
れ
、
後
に
代
用
教
員
と
し
て
こ

こ
に
復
帰
し
た
が
、

そ
の
か
み
の
　
神
童
の
名
の
　
悲
し
さ
よ

ふ
る
さ
と
に
来
て
　
泣
く
は
そ
の
こ
と

と
い
う
複
雑
な
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。
こ
の
渋
民

尋
常
小
学
校
は
旧
渋
民
村
の
啄
木
記
念
館
に
移
築
復

元
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
幼
少
年
時
代
、そ
し
て
、

石
を
も
て
　
追
は
る
る
ご
と
く
　
ふ
る
さ
と
を

出
で
し
か
な
し
み
　
消
ゆ
る
時
な
し

と
歌
っ
た
、
再
び
渋
民
村
か
ら
離
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
状
況
。
愛
憎
相
半
ば
す
る
ふ
る
さ
と
の
人
々
は
、
常

に
蒼
茫
た
る
彼
の
生
活
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
偲

ぶ
上
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
第
一
級
の
文
化
財
建
造

物
で
あ
る（
写
真
３
、４
）。

　

も
う
一
つ
は
、
厳
し
く
も
や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
の
自

然
が
あ
っ
た
。

や
は
ら
か
に
　
柳
あ
を
め
る
北
上
の

岸
辺
目
に
見
ゆ
　
泣
け
と
ご
と
く
に

　

小
学
尋
常
科
を
優
秀
な
成
績
で
終
え
た
た
め
か
、

高
等
科
で
は
、
母
カ
ツ
の
親
類
に
預
け
ら
れ
、
盛
岡
に

進
学
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
難
関
の
盛
岡
中
学
へ
と
進

む
。
当
時
の
聡
明
で
元
気
な
少
年
ら
し
く
、
当
初
は
軍 本郷喜之床、

啄木と明治という
時代のある断面
―蒼

そ う

茫
ぼ う

とあをめる柳

明治村の建築に視る日本近代青春群像物語〈十五〉

人
志
望
で
あ
っ
た
。
や
が
て
文
学
に
関
心
が
芽
生
え
、

後
に
結
婚
す
る
堀
合
節
子
と
の
交
際
や
社
会
的
事
件

に
も
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
確
実
に
学

業
成
績
は
低
下
し
、
不
祥
事
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
こ
の
時
期
の
啄
木
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
明
治
三
十
三
年
四
月
に
創
刊

さ
れ
た
、
与
謝
野
鉄
幹
主
宰
の
新
詩
社
機
関
雑
誌『
明

星
』で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
特
に
白は

く
ひ
ん蘋
の
名
で
投
稿
し
た

自
作
が『
明
星
』に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
、
彼
の
そ
の
後

の
運
命
を
決
定
し
た
一
大
事
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
上
京
し
、
小
石
川
小
日
向
台

町
の
大
館
み
つ
方
と
い
う
素
人
下
宿
で
自
炊
生
活
を

始
め
た
。
し
か
し
、
私
立
中
学
へ
の
編
入
や
英
語
学
校

へ
の
入
学
な
ど
も
模
索
し
つ
つ
も
果
た
せ
ず
、
病
を
得

て
帰
郷
し
た
。
療
養
中
に
は
捲
土
重
来
を
期
す
よ
う

に
猛
勉
強
し
、「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」を『
岩
手
日
報
』に

連
載
す
る
な
ど
し
て
い
る（
註
）。
そ
し
て
明
治
三
十
六

年
十
一
月
に『
明
星
』の
正
式
同
人
と
な
り
、
十
二
月
に

館長 中川 武

写真1
本郷喜之床、小泉八雲避暑の家な
どが立ち並ぶ路地状の町並風景

写
真
2
　
本
郷
喜
之
床
二
階
の
障
子
二
間
幅
の
開
口
部
よ
り
、
啄
木
の
等

身
大
の
人
形
写
真
パ
ネ
ル
が
外
に
向
け
て
立
て
て
あ
る
。

「本郷喜之床」

図１　一階平面図 図２　二階平面図

東
京
に
お
け
る
家
族
の
離
散

や
り
場
の
な
い
自
己
へ
、

そ
し
て
望
郷

一
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註「石
川
啄
木
年
譜
」『
臨
時
増
刊
文
芸
』石
川
啄
木
読
本

一
九
五
五
年
河
出
書
房

「
明
治
村
石
川
啄
木
展
」「
石
川
啄
木
年
譜
」『
明
治
村
通
信
』

一
九
八
〇
年

与
謝
野
の
意
見
で
雅
号
を
啄
木
と
改
め
た
。
翌
年
に
は

十
九
歳
と
な
り
、
堀
合
節
子
と
の
婚
約
が
成
立
し
つ
つ

も
、
啄
木
は
人
生
上
の
悩
み
の
中
に
い
た
。
後
の
明
治

三
十
八
年
五
月
に
は
、
処
女
詩
集『
あ
こ
が
れ
』を
刊
行

し
た
が
、
掲
載
さ
れ
た
詩
は
大
部
分
こ
の
時
期
に
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
詩
人
と
し
て
の
啄
木
の
名
は
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、父
一
禎
の
失
職
、一
家
の
盛
岡
へ
の

転
住
、節
子
と
の
結
婚
な
ど
が
重
な
り
、啄
木
が
生
計
の

た
め
に
発
行
し
た『
小
天
地
』は
一
号
雑
誌
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
小
説
執
筆
に
活
路
を
求
め
つ
つ
も
、
暗
中

模
索
が
続
き
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
函
館
へ
と
新
天
地
を

求
め
た
。
そ
の
後
も
、文
芸
同
人
活
動
、代
用
教
員
、札

幌
・
小
樽
・
釧
路
で
の
新
聞
記
者
な
ど
漂
泊
し
、放
浪
し
、

脆
弱
し
た
流
浪
の
旅
を
続
け
た
が
、
文
学
へ
の
志
は
止

み
が
た
く
、明
治
四
十
一
年
四
月
、三
度
目
の
上
京
を
敢

行
し
た
。
盛
岡
時
代
か
ら
の
先
輩
で
、
最
後
ま
で
啄
木

を
支
え
続
け
た
金
田
一
京
助
と
、
本
郷
菊
坂
町
赤
心
館

で
同
宿
し
、
小
説
の
創
作
に
没
頭
し
た
が
、

稿
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
で
六
月
、
神
が
か
り
の
よ
う
に
歌
心

が
興
り
、『
一
握
の
砂
』の
礎
が
生
ま
れ
た
。

け
れ
ど
も
下
宿
代
が
払
え
ず
、
こ
れ
も
金
田

一
の
世
話
で
本
郷
森
川
町
蓋が

い
へ
い
か
ん

平
館
別
荘（
昭

和
二
十
九（
一
九
五
四
）年
消
失
）に
共
に
移

住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
明
星
』は
明
治

四
十
一
年
十
一
月
に
百
号
で
終
刊
し
た
こ

と
も
あ
り
、
翌
一
月
創
刊
の『
ス
バ
ル
』の
編

集
に
携
わ
る
。
明
治
四
十
二
年
の
三
月
に
は

郷
里
の
先
輩
佐
藤
真
一
の
世
話
で
朝
日
新

聞
社
の
校
正
係
に
転
職
し
、
よ
う
や
く
定
収

を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
函
館
の
友
人
に
預

か
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
母
と
妻
子
を
呼
び

寄
せ
、
本
郷
区
弓
町
二
丁
目
十
八
番
地
新
井

こ
う
方
理
髪
店
喜
之
床
の
二
階
六
畳
二
間

に
落
ち
着
い
た
。
各
々
に
二
間
の
押
入（
写
真

５
）、
出
窓
の
あ
る
表
側
の
部
屋
に
は
一
間
の

床
が
付
い
た（
写
真
６
）立
派
な
新
居
で
あ
っ
た
。
十
二
月

に
は
、父
一
禎
も
上
京
。
詩
論「
食
う
べ
き
詩
」の
刊
行
、

翌
年
の
朝
日
新
聞
社
刊『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』の
編
集
校

正
、そ
し
て
八
月
の
評
論「
時
代
閉
塞
の
現
状
」、十
二
月

の『
一
握
の
砂
』刊
行
は
詩
的
精
神
の
文
学
者
と
し
て
、

社
会
思
想
家
と
し
て
、
一
歌
人
と
し
て
の
啄
木
の
誕
生

と
言
っ
て
よ
い
偉
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
十
月
に

は
、長
男
真
一
の
誕
生
と
い
う
喜
び
も
つ
か
の
間
、生
後

二
十
四
日
で
夭
折
。
悪
夢
は
続
く
と
ば
か
り
に
、
嫁
姑

の
争
い
、妻
の
実
家
へ
の
避
難
、呼
び
戻
し
な
ど
次
々
と

苦
難
が
訪
れ
る
。
ま
た
、
幼
い
長
女
京
子
以
外
一
家
三

人
が
結
核
に
か
か
り
、
二
階
へ
の
上
り
下
り
に
も
不
自

由
と
な
っ
た
こ
と
で
、
小
石
川
久
堅
町
七
四
番
地
に
三

間
ほ
ど
の
平
屋
の
空
き
家
を
見
つ
け
て
移
る
。
宮
崎

郁い
く
う雨

の
援
助
や
妹
光
子
の
看
護
も
あ
っ
た
が
、
一
家
の

貧
窮
と
不
運
を
見
か
ね
る
よ
う
に
父
一
禎
が
家
出
を
す

る
な
ど
、啄
木
一
家
の
短
い
平
安
は
、ま
る
で
啄
木
の
生

涯
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
あ
っ
と
言
う
間
に
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
。

　

明
治
四
十
五
年
六
月
、歌
集『
悲
し
き
玩
具
』が
啄
木

の
死
後
二
ヶ
月
に
し
て
、遺
稿
集
の
よ
う
に
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、『
一
握
の
砂
』の
続
編
の

位
置
付
け
で
あ
ろ
う
が
、
啄
木
が
自
ら
の
歌
を
、
悲
し

き
玩
具
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
意
味
深
重

で
あ
る
。

東
海
の
　
小
島
の
磯
の
　
白
砂
に

わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
　
蟹
と
た
は
む
る

　

啄
木
は
小
説
創
作
に
、
懸
命
な
注
力
を
し
つ
つ
も
報

わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、こ
の
蟹
の
歌
は
、誰
も
が

よ
く
知
り
、
愛
唱
し
て
い
る
歌
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
啄

木
が
国
民
的
歌
人
と
、こ
れ
ま
で
も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
多
分
呼
ば
れ
続
け
る
で
あ
ろ
う
理
由
の
一
つ
に
、
誰

の
人
生
の
一
コ
マ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
分
か
り
や
す
さ

の
一
方
、
そ
こ
に
何
か
深
い
余
韻
が
込
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
分
か
り
や
す
さ
と
深

い
余
韻
は
、実
は
分
か
り
や
す
い
よ
う
で
、分
か
り
に
く

い
。
啄
木
は
明
治
と
い
う
時
代
の
波
乱
万
丈
を
、
自
ら

そ
の
底
辺
を
這
う
よ
う
に
、そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
、一

方
で
自
愛
の
亀
裂
か
ら
生
ま
れ
出
た
か
の
よ
う
な
あ
る

種
の
聡
明
さ
を
も
っ
て
俯
瞰
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。「
蟹
と
た
は
む
る
」の
歌
も
、「
蟹
」と
い
う
題
詠

に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
が
っ
か
り
す

る
よ
う
な
、
納
得
い
く
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。
金
田
一

京
助
は
最
後
ま
で
啄
木
を
愛
し
ぬ
い
た
人
だ
と
言
え

そ
う
だ
が
、
そ
の
妻
と
子
は
、「
石
川
五
右
衛
門
と
は
啄

木
の
祖
先
で
は
な
い
か
」と
嘆
息
し
て
い
る
。
こ
と
ほ

ど
さ
よ
う
に
啄
木
は
分
か
り
や
す
く
、分
か
り
に
く
い
。

こ
れ
か
ら
も
啄
木
の
歌
は
愛
唱
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、「
本
郷
喜
之
床
」は
そ
の
二
階
の
部
屋

で
、啄
木
が
最
も
安
息
し
、か
つ
苦
悶
し
た
短
い
日
々
を

偲
ぶ
よ
す
が
で
あ
る
。
明
治
と
い
う
時
代
は
封
建
的
遺

制
の
残
存
の
た
め
に
、
そ
れ
と
闘
う
社
会
主
義
思
想
は

青
年
層
を
と
ら
え
た
。
一
方
で
近
代
へ
の
憧
れ
は
、
近

代
的
自
我
の
確
立
や
芸
術
文
学
的
意
識
を
、
と
り
わ
け

貧
し
く
機
会
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
青
年
に
植
え
つ
け

た
。
そ
の
意
味
で
、
明
治
と
い
う
青
春
の
時
代
の
申
し

子
こ
そ
、
啄
木
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
啄

木
の
歌
と
本
郷
喜
之
床
が
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
由
縁
で
あ
る
。

歌
は
悲
し
き
玩
具
の

パ
ラ
ド
ク
ス

二

写真6　内観　出窓付きの六畳間

写真5　内観　裏側の六畳間　二間押入がつく

通常非公開の燈台内部を特別公開するほか、明治初期に
日本の海を照らした「燈台」と、船を安全に導いた「海図」の
歴史をご紹介します。

体験乗車ができる国内最古のSL「蒸気機関車12号」が明治7（1874）年にイ
ギリスより輸入されてから令和6（2024）年で150年、村内での運行開始50
周年を記念し、明治村が保存する明治の「のりもの」をテーマに開催 !

書店に並んだ本の第一印象を決める「装
そうてい

丁」。明治以降、夏目漱石や泉鏡
花など多くの文豪たちが本の装丁にもこだわってきました。数多くの文学作
品の装丁を手掛ける大久保明子氏を招いて、文学作品をどのように「本」と
してつくりあげていくのかを深掘りします。

応
募
方
法

燈台記念日特別企画燈台記念日特別企画

期 間 11/2（土）～4（月・休）

品川燈台特別公開

時 間 10:00～15:00

会 場 品川燈台

時 間   9/14（土）～12/15（日）※ 前期： 9/14（土）～10/29（火） 後期：10/30（水）～12/15（日）
　　　　　開場：開村30分後  閉場：閉村30分前

会 場   千早赤阪小学校講堂　入場料   800円 ※小学生以下無料
中島敦、太宰治、芥川龍之介…。
「文豪ストレイドッグス」に登場するキャラクターたちが抱き続ける
「自己とどう向き合うか」「どう生きるか」という問い─。
近代の日本で活躍した実際の文豪たちも、
日々これらの問題と向き合いながら、創作活動を行っていました。
本展覧会では、文豪たちにまつわる直筆原稿や書簡、
愛用品などとともに、文ストキャラクターとの共通点を探しながら、
彼らの秘めた想いと素顔に迫ります。 ※会期中、一部資料の展示替えを行います。

応 募 右記の二次元コードよりご応募ください。
締 切 2024/10/25（金）

「燈台」と「海図」の歴史展示

会 場 北里研究所本館・医学館
協力／第四管区海上保安本部、(公社)燈光会、
　　  (公財)海上保安協会東海地方本部

※2名様まで応募可能（同伴者様の記載がない場合は1名様でのご応募とさせて
いただきます）。

※当選発表は、当選者様へのご案内の送付をもってかえさせていただきます。

蒸気機関車12号が「蒸気機関車23号」に変身！
期 間 9/14（土）～12/15（日） ※運休日を除く

SLといっしょに記念撮影！
実施日  9/28（土）、11/3（日・祝） 実施日 10/12（土）・13（日）・14（月・祝）

SL石炭駅弁を販売！

販売開始  9/14（土）

蒸気機関車12号輸入150周年
オリジナル缶バッジを販売!

※資料保護のため、見学人数を制限させていただく
　場合があります。

明治村文豪邂
で あ い
逅記

泉鏡花『龍蜂集』見返し
大正12年（1923）3月
博物館 明治村蔵

夏目漱石愛用の
シルクハット
博物館 明治村蔵

中島敦「草稿『李陵』」（レプリカ）
県立神奈川近代文学館蔵

※前期展示

蒸気機関車23号撮影会 ※ご予約等の詳細は明治村
　公式HPをご覧ください。京都市電車掌体験事前予約制

儀装車
期 間  11/2（土）～11/17（日）
時 間  10:30～14:30

明治天皇御料車 昭憲皇太后御料車
期 間  10/12（土）～10/27（日） 
時 間  ①10:30～12:00 ②13:00～15:00
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桃
山
学
院
大
学
図
書
館
長・同
法
学
部
教
授

小
島
和
貴

7

医
学
と
の
出
会
い
と

疾
病
等
予
防
へ
の
関
心

　
「
鎖
国
」を
進
め
る
徳
川
政
権
下
に
お
い
て
西
洋
の

学
は
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
第
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の

漢
訳
洋
書
の
解
禁
な
ど
の
政
治
・
行
政
改
革
は
近
世
社

会
に
西
洋
医
学
の
知
見
を
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

幕
末
を
迎
え
る
頃
に
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
読
ま
れ
、
洋

学
の
た
め
の
私
塾
を
運
営
す
る
緒
方
洪
庵
な
ど
が
活

躍
し
た
こ
と
で
、
人
々
の
西
洋
や
西
洋
医
学
へ
の
関
心

が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
明
治
へ
の
改
元
の
直
前
に

は
西
洋
医
学
の
日
本
へ
の
解
禁
が
新
政
府
に
よ
り
承

認
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
医
学
校
や
病
院
の
開
設
の
必
要

性
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
医
学
校
等
や
さ
ら
に
は
公
衆

衛
生
の
文
脈
で
し
ば
し
ば
登
場
す
る
長
与
専
斎（
写
真

1
）は
、
緒
方
洪
庵
が
主
宰
し
た
適
塾
で
の
学
び
を
終
え

る
と
長
崎
遊
学
を
決
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
マ
ン
ス
フ
ェ

ル
ト（
写
真
2
・
註
一
）と
共
に
推
進
し
た
医
学
教
育
制
度
の

改
革
が
評
価
さ
れ
た
後
に
は
、
西
洋
の「
健
康
保
護
」の

活
動
を
日
本
に
取
り
入

れ
る
べ
く
奔
走
す
る
初

代
内
務
省
衛
生
局
長
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

一
方
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
長
崎
を
後
に
す
る
と
熊

本
に
赴
き
西
洋
医
学
教
育
の
一
端
を
担
う
。
こ
の
時

の
学
生
に
北
里
柴
三
郎
が
お
り
、
北
里
は
西
洋
医
学
へ

の
扉
を
こ
の
外
国
人
と
共
に
開
き
、
さ
ら
に
研
鑽
を
積

む
べ
く
東
京
大
学
医
学
部（
東
京
医
学
校
）に
転
じ
た
。

そ
し
て
医
学
へ
の
関
心
を
高
め
る
中
、
治
療
の
た
め
の

医
学
に
加
え
て
、
疾
病
等
の
予
防
の
た
め
の
医
学
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
ば
し

ば
医
学
や
医
師
に
は
、
疾
病
等
に
対
す
る
治
療
を
施
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
医
者　

患
者
の
一
対
一
の
関
係
性

の
中
に
医
療
の
効
果
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
北
里
は
医
学
生
の
頃
よ
り
こ
れ
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
疾
病
等
の
予
防
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
注

目
し
な
が
ら
医
学
や
医
師
の
役
割
に
つ
い
て
大
い
に

議
論
し
、「
医
道
論
」（
明
治
十
一（
一
八
七
八
）年
）を
執

筆
し
、
疾
病
等
の
予
防
あ
る
い
は「
健
康
保
護
」を
求
め

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
疾
病
等
の
予

防
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
こ
れ
を
実
践
に
結
び
つ
け
た

長
与
や
北
里
の
活
動
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
人
々
の

健
康
の
実
現
を
目
指
す
近
代
日
本
公
衆
衛
生
を
語
る

こ
と
は
困
難
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

「
衛
生
官
僚
」と
な
る

　

北
里
が
医
学
の
学
び
を
進
め
て
い
た
頃
の
日
本
で

は
、「
変
則
医
学
」と「
正
則
医
学
」の
別
が
あ
り
、
前
者

が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
医
学
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
後
者
は
西
洋
の
医
学
を
直
に
習
得
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
っ
た
。
東
京
大
学
で
学
ぶ

北
里
は
後
者
で
あ
り
、
こ
こ
に
集
う
医
学
生
が
卒
業
す

る
と
各
地
の
病
院
長
の
職
を
用
意
さ
れ
た
と
い
う
時

代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
里
も
東
京
大
学
医
学
士

と
し
て
、
日
本
の
医
学
の
普
及
と
医
師
の
養
成
に
尽
力

し
、
文
部
省
に
連
な
る
日
本
医
学
界
の「
主
流
派
」と
し

て
の
道
を
歩
む
と
い
う
選
択
肢
は
用
意
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
健
康
保

護
」事
業
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
長
与
専
斎
率
い
る
内
務

省
衛
生
局
の
官
僚
と
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
明
治

十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

長
与
専
斎
は「
健
康
保
護
」に
は
医
学
等
学
術
を「
政

務
的
に
運
用
」す
る
こ
と
が
肝
要
と
し
て
い
た
。
内
務

省
衛
生
局
は
ま
さ
に「
医
の
政
治
」の
実
践
場
で
あ
り
、

北
里
は
こ
こ
で
医
学
の
知
見
と
こ
れ
に
基
づ
く
政
策

を
活
用
し
て「
健
康
保
護
」に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
は
い
く
つ
か
の

感
染
症
の
被
害
を
受
け
た
が
、
中
で
も「
三
日
コ
ロ
リ
」

と
称
さ
れ
、
短
時
日
の
う
ち
に
発
病
か
ら
死
に
至
る
コ

レ
ラ
は
人
々
の
関
心
を
呼
ん
だ（
図
１
）。
特
に
明
治
十
二

年
の
流
行
は
実
に
十
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
、
人
々

を
塗
炭
の
苦
し
み
に
追
い
や
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
が

政
府
に
衛
生
行
政
改
革
の
必
要
性
を
認
め
さ
せ
る
と
、

府
県
の
衛
生
課
や
町
村
の
衛
生
委
員
の
設
置
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
行
政
組
織
を
整
え
る
こ

と
で
感
染
症
の
撲
滅
が
実
現
す
る
ほ
ど
単
純
で
は
な

く
、
確
か
な
行
政
上
の
権
能
と
組
織
に
加
え
て
人
々
の

理
解
と
協
力
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
北
里
の
内
務
省
衛
生
局

へ
の
入
局
と
同
じ
年
、「
官
」と「
民
」の
協
調
、あ
る
い
は

「
学
俗
接
近
」の
実
現
を
は
か
る
べ
く
大
日
本
私
立
衛

生
会
の
設
立
が
実
現
し
た
。
北
里
が
内
務
省
の「
衛
生

官
僚
」と
な
っ
た
の
は
、「
健
康
保
護
」の
実
現
に
向
け
た

新
た
な
課
題
に
注
目
が
集
ま
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。　

後
藤
新
平

　

北
里
が
入
局
し
た
時
の
上
司
に
後
藤
新
平（
写
真
３
）が

い
た
。
後
藤
は
岩
手
県
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
須
賀
川

医
学
校
を
経
て
愛
知

県
医
学
校
・
病
院
で
活

躍
し
た
。
そ
し
て
北

里
や
長
与
と
ほ
ぼ
時

を
同
じ
く
し
て
や
は

り
疾
病
等
の
予
防
の

重
要
性
に
気
づ
き
、実

践
に
繋
げ
て
い
た
こ

と
が
長
与
の
歓
心
を

買
い
内
務
省
衛
生
局

の
官
僚
と
な
っ
て
い

た
。
日
本
の「
健
康
保

護
」を
語
る
上
で
、「
衛

生
警
察
」や「
私
立
衛

生
会
」が
重
要
と
な
る

が
、こ
う
し
た
事
業
を

明
治
政
府
や
愛
知
県

な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
実
践
し
た
の
が
後

藤
新
平
で
あ
り
、近
代

日
本
衛
生
行
政
の
形

成
に
と
っ
て
後
藤
の

活
動
は
捨
象
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
愛
知
県
医
学

校
長
・
病
院
長
と
し
て
医
学
・
医
療
の
普
及
と
そ
の
後

進
の
養
成
に
尽
力
す
る
だ
け
で
な
く
衛
生
行
政
の
立

ち
上
げ
の
一
角
を
占
め
た
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な

ら
ば
、
後
藤
は
医
療
・
衛
生
領
域
に
お
け
る「
愛
知
・
名

古
屋
の
偉
人
」と
表
現
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

後
藤
は
愛
知
県
医
学
校
・
病
院
に
お
雇
い
外
国
人
と

し
て
赴
任
し
て
い
た
ロ
ー
レ
ツ（
註
二
）
や
そ
の
訳
官
と

し
て
随
行
し
外
国
語
の
達
人
と
評
さ
れ
た
司
馬
凌
海

の
影
響
の
下
、
西
洋
医
学
に
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
も

の
の
、
そ
も
そ
も
後
藤
が
須
賀
川
医
学
校
で
触
れ
た
の

は「
変
則
医
学
」で
あ
っ
た
。「
正
則
医
学
」に
触
れ
、医
学

士
の
学
位
も
有
す
る
北
里
は
こ
の
後
藤
の
部
下
で
い

る
こ
と
に
釈
然
と
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
入
局

後
、
ほ
ど
な
く
し
て
日
本
国
内
に
お
い
て
コ
レ
ラ
菌
を

確
認
す
る
な
ど
の
成
果
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

明
治
十
五
年
の
コ
ッ
ホ（
写
真
４
・
註
三
）の
コ
レ
ラ
と
い

う
疾
病
と
コ
レ
ラ
菌
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
が
世

界
に
喧
伝
さ
れ
る
と
、
コ
レ
ラ
は
コ
レ
ラ
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
浸
透

し
、
北
里
が
日
本
で
も
コ
レ
ラ
患
者
か
ら
コ
レ
ラ
菌

を
確
認
す
る
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
コ
レ
ラ
患
者
や
そ
の
患
者
が
触
れ
た

も
の
に
接
す
る
と
コ
レ
ラ
に
な
る
な
ど
経
験
的
に
コ

レ
ラ
を
理
解
す
る
の
と
は
異
な
り
、
コ
ッ
ホ
や
北
里
の

取
り
組
み
の
こ
う
し
た
医
学
の
姿
勢
をlaboratory 

m
edicin

e

、あ
る
い
は「
実
験
医
学
」や「
実
験
室
医
学
」

と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
北
里
は「
衛
生
官
僚
」と
し

て
人
々
の
健
康
の
実
現
に
邁
進
し
な
が
ら
、
後
藤
新
平

に
し
て「
黴ば

い
き
ん菌

学
の
鼻
祖
」と
称
さ
れ
る
緒
方
正
規
な

ど
と
共
に
こ
の「
実
験
室
医
学
」へ
の
理
解
を
深
め
て

い
く
と
、
当
時
、
こ
の
医
学
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
た

ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ぶ
べ
く
ド
イ
ツ
へ
と
赴
い
た
。

明
治
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

伝
染
病
研
究
所
と

大
日
本
私
立
衛
生
会

　

ド
イ
ツ
で
の
成
果
で
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
紹
介
さ

れ
て
き
た
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
の
成
功
な
ど
北
里

の「
実
験
室
医
学
」へ
の
取
り
組
み
は
、
恩
師
で
あ
る

コ
ッ
ホ
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
た
。

そ
し
て
日
本
か
ら
西
洋
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
内
務
官

僚
北
里
は
、
明
治
二
十
五
年
に
帰
国
す
る
頃
に
は「
世

界
の
キ
タ
サ
ト
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
最
先
端
の
西
洋
医
学
を
学
び
、
日
本
の
医

学
を
西
洋
の
水
準
に
ま
で
押
し
上
げ
た
北
里
が
帰
国

す
る
も
、
そ
の
実
力
と
は
関
係
な
く
活
躍
の
場
は
用
意

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
内
務
省
に
あ
っ
て
北
里
の
才

覚
に
期
待
す
る
長
与
専
斎
や
そ
の「
懐
刀
」で
あ
っ
た

後
藤
新
平
は
、
そ
の
場
を
用
意
す
る
べ
く
奔
走
す
る
が

十
分
な
成
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
長
与
が
適
塾
以
来
の
盟
友
で
あ
る
福
澤
諭
吉
に
相

談
す
る
と
、
福
澤
は
こ
れ
に
理
解
を
示
し
、
伝
染
病
研

究
所（
以
下「
伝
研
」と
記
す
）を
立
ち
上
げ
て
北
里
を

支
援
す
る
の
で
あ
っ
た
。
北
里
は
こ
の「
伝
研
」を
足

が
か
り
と
し
て
大
い
に
研
究
し
、
多
く
の
有
為
な
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
北
里
は
終
生
、
福
澤
に
対

す
る
感
謝
の
念
を
隠
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
「
伝
研
」で
の
研
究
は
北
里
が
担
っ
た
が
、
そ
の
運
営

は
、
長
与
が
尽
力
し
北
里
の
内
務
省
衛
生
局
へ
の
入
局

と
同
じ
年
に
設
立
さ
れ
た
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
委

ね
ら
れ
る
。
北
里
を
語
る
際
、
こ
の「
伝
研
」で
の
活
動

は
大
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は

対
照
的
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
で
の
取
り
組
み
に
つ

写真1　長与専斎（出典：近代日本人の肖像）

写真2　マンスフェルト
（画像提供：学校法人北里研究所）写真3　後藤新平（出典：近代日本人の肖像）写真4  コッホ（画像提供：学校法人北里研究所）

図1　流行悪疫退散の図　井上探景／三宅半四郎版　明治13（1880）年

北
里
柴
三
郎
と

　
近
代
日
本
公
衆
衛
生
の
進
展

北里柴三郎
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図
2
　
大
日
本
私
立
衛
生
会「
役
員
の
改
選
」（
明
治
34
年
）

（『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』（
2
1
6
）よ
り
）

図３　第35次定期総会「役員の改選報告」（『大日本私立衛生会雑誌』（409）より）

い
て
は
意
外
な
ほ
ど
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
は
な

い
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
で
は
、
審
事
委
員
と
し
て
専

門
的
な
立
場
か
ら
様
々
な
問
合
せ
に
応
じ
、
コ
レ
ラ
や

ペ
ス
ト
な
ど
感
染
症
の
こ
と
に
つ
い
て
講
演
す
る
な
ど

し
た
が
、こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、明
治
三
十
四
年
、設
立

以
来
、
副
会
頭
と
し
て
献
身
的
に
同
会
を
支
え
た
長
与

専
斎
が
会
頭
に
就
任
す
る
と
北
里
は
こ
の
長
与
の
職

責
を
引
き
継
ぎ
副
会
頭
と
な
り（
図
２
）、
そ
し
て
大
正
六

（
一
九
一
七
）年
の
第
三
十
五
次
定
期
総
会
で
は
会
頭
に

選
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に（
図
3
）、
長

き
に
わ
た
り
同
会
の
運
営
の
中
心
に
位
置
し
た
。

衛
生
事
務
講
習
所
の
人
材
育
成

　

明
治
二
十
八
年
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
進
め
る
衛

生
事
務
講
習
所
講
習
会
が
開
始
さ
れ
る
と
北
里
も
こ

れ
に
賛
同
し
、
地
方
衛
生
行
政
実
務
家
の
育
成
に
も
携

わ
る
。
こ
の
講
習
所
の
衛
生
事
務
講
習
は
、
三
箇
月
に

わ
た
る
講
習
を
年
二
回
開
催
し
、
各
回
の
定
員
を
三
十

名
と
す
る
と
し
て
出
発
し
た
。
講
習
へ
の
参
加
予
定

者
は
、「
衛
生
ニ
関
ス
ル
官
吏
公
吏
若
ク
ハ
雇
員
」、「
臨

時
検
疫
ニ
関
ス
ル
職
務
ヲ
執
ル
者
」、「
将
来
衛
生
事
務

ニ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
者
」で
あ
り
、
同
時
に
地
方
長
官

に
よ
る
紹
介
が
可
能
な
者
で
あ
っ
た
。
感
染
症
対
策

に
は
地
方
衛
生
行
政
の
実
務
者
が
内
務
省
衛
生
局
の

意
向
を
十
分
に
理
解
し
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
担
当
者
に
は
感
染
症
な
ど
に
関
す
る

研
究
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
北
里
柴
三
郎
は
福
澤
諭
吉
や
長
与
専
斎
、
後

藤
新
平
な
ど
の
計
ら
い
に
よ
り
実
現
し
た「
伝
研
」の

所
長
と
し
て
研
究
に
ま
い
進
し
、
ま
た
全
国
か
ら
や
っ

て
く
る「
研
究
生
」の
指
導
に
忙
し
か
っ
た
が
、
地
方
衛

生
行
政
実
務
者
の
育
成
に
つ
い
て
も
衛
生
事
務
講
習

所
嘱
託
講
師
と
し
て
後
に
交
代
は
あ
る
も
の
の
、「
黴

菌
學
大
意
」や「
伝
染
病
予
防
消
毒
実
施
法
」、「
船
舶
滊

車
検
疫
法
避
病
院
構
造
及
取
締
法
」を
受
け
持
っ
た
。

近
代
日
本
医
療
の
発
展
に
尽
力
し
、「
厚
労
族
」や「
文

教
族
」と
し
て「
族
議
員
」の
活
動
も
認
め
ら
れ
る
長
谷

川
泰
に
よ
れ
ば
、「
伝
研
」の「
研
究
生
」と
衛
生
事
務
講

習
所
講
習
生
の
指
導
は
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
と
っ

て「
鳥
の
両
翼
・
車
の
両
輪
」で
あ
っ
た
。

　

衛
生
事
務
講
習
所
の
講
習
は
毎
回
三
十
名
を
定
員
と

す
る
と
し
た
が
そ
れ
ほ
ど
厳
格
で
は
な
く
、
例
え
ば
明

治
三
十
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
講
習
会
の
参
加
者

は
五
十
五
名
で
あ
り
、
図
４
に
見
え
る
よ
う
に
警
察
官

と
地
方
吏
員
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
明
治
十
八
年
の

衛
生
委
員
の
廃
止
以
来
、
感
染
症
対
策
へ
の
警
察
の
関

わ
り
が
増
え
る
が
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
で
は
こ
う
し

た
現
実
を
前
に
警
察
と
の
衛
生
情
報
の
共
有
を
進
め
て

い
た
の
で
あ
る
。「
伝
研
」で
の
講
習
会
が
医
師・
研
究

者
の
再
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
ち

ら
の
講
習
で
は
衛
生
実
務
に
携
わ
る
吏
員
等
の「
実
地
」

能
力
の
涵
養
を
目
指
し
た
。
北
里
は
第
八
回
衛
生
事
務

講
習
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
大
日
本
私
立
衛
生
会
副
会

頭
と
し
て「
学
者
の
研
究
し
た
る
こ
と
は
実
地
に
応
用

す
る
の
は
諸
君
の
御
務
」で
あ
り
ま
す
か
ら
、「
ど
う
云

ふ
風
に
応
用
す
る
の
は
一
番
適
当
す
る
か
と
云
ふ
こ
と

は
諸
君
の
十
分
ご
研
究
に
な
ら
む
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」と

講
習
生
た
ち
を
鼓
舞
し
た
。
北
里
は
、「
伝
研
」で
学
ぶ

者
に
は
研
究
者
と
し
て
の
自
覚
を
求
め
、
一
層
の
研
究

成
果
の
提
出
を
予
定
し
、
衛
生
事
務
講
習
所
に
集
う
者

に
は
感
染
症
等
の
研
究
上
の
成
果
の
確
認
と
そ
の「
実

地
」に
期
待
し
な
が
ら「
健
康
保
護
」の
実
現
の
た
め
の

人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
い
っ
た
。

　

近
代
日
本
公
衆
衛
生
の
進
展
は
、「
実
験
室
医
学
」を

け
ん
引
し
、
研
究
と
実
務
の
両
面
に
お
け
る
人
材
育
成

に
尽
力
し
た
北
里
柴
三
郎
に
よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

警部 4％元巡査 2％
県庁・郡の雇員 4％

医学生・薬学生 7％

巡査 43％

郡書記 27％

市書記 4％

町村吏員 9％

図4　衛生事務講習所
「第8回講習会」講習生の職業 
（『大日本私立衛生会雑誌』（220）より作成）

9月21日（土）から12月15日（日）まで東山梨郡役所2階にて入賞作品展開催 !

現在も作品を募集しています。詳しくは明治村公式HPをご覧ください

明治村大賞「いくとしつき」井上 香苗

明治のある風景賞 特賞
「白煙にまかれて」
赤石 光男

季節のうつろい賞 特賞
「瑞々しく輝く」 
上野 仁

令和5年7月から令和6年6月までにご応募いただいた明治村写真コンテスト「明治村百景」の受賞作品の一部をご
紹介いたします。四季折々に姿を変える明治村の風景をとらえた作品や、明治村ならではの催し物、歴史的建造物を
斬新な視点で切り取った作品をぜひご覧ください。（敬称略）

明 治 村
写 真 コンテスト 明治村百景

註
一　

C
onstant G

eorge van M
ansveldt:1832-1920

註
二　

A
lbrecht von R

oretz:1846-1884

註
三　

H
einirich H

erm
ann R

obert K
och:1843-1910

村長賞  「残暑」滝 優馬

賞名 タイトル 撮影者

審査員特別賞

明治の門をくぐる少女の物語 徳元まいね
力走 三浦　淳司
一瞥 伊良原弘也
借り暮らしの啄木 河内　　聡
グリーンベール 倉知　明未
バスを待つ 木村　裕親
秋の情景 服部　哲治
明治の錦 橋本久美子
異国情緒 山田　恵美
レンガのアーチ 日浦　眞人

賞名 タイトル 撮影者
 明治のある風景賞　 入賞 朱に染まる 小川　裕之
 鉄ショット賞　　　　入賞 明治の車窓 丹羽　明仁
 フェスティバル賞　　入賞 真夏の競演 石井　正俊
 季節のうつろい賞 　 入賞 京都市電 太田　正平
 坂の上の雲ミュージアム賞 春情 𠮷川　　徹
 坂の上の雲ミュージアム賞 春の吐息、冬聖堂 掛布　巳幸
 坂の上の雲ミュージアム賞 真夏のリフレクション 中世古里名
 坂の上の雲ミュージアム賞 煙に包まれる看守塔 濱田　　修
 坂の上の雲ミュージアム賞 ノスタルジック 村松　真希
 ハクバ写真産業賞 赤い絨毯 沖林富士夫
 ハクバ写真産業賞 逢引の場所 白鳥　和彦

入賞者一覧

鉄ショット賞 特賞
「Majesty」
加藤 禎之

フェスティバル賞 特賞
「しゅわしゅわ‼夏だね‼」
三須 美樹
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す（
写
真
1
）。
し
か
し
昭
和
初
期
当
時
と
し
て
は
、

機
能
的
で
理
想
の
台
所
だ
っ
た
の
で
す
。
明
治

村
で
は
明
治
時
代
の
台
所
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
比
較
し
な
が
ら
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
の
台
所
事
情
を
紐
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

台
所
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
代
表
的
な
建
物
は

坐
漁
荘
以
外
に
、森
鷗
外
・
夏
目
漱
石
住
宅
、東
松

家
住
宅
が
あ
り
ま
す（
以
下
、漱
石
住
宅
、東
松
家

と
す
る
）。
漱
石
住
宅
は
明
治
時
代
の
中
流
階
級

の
家
で
、
漱
石
の
名
著『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』の
舞

台
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
こ
の
小
説
等
を

も
と
に
、
一
般
的
な
明
治
の
台
所
の
様
子
を
再
現

展
示
に
よ
っ
て
伝
え
て
い
ま
す
。
乃
ち
、
一
段
下

が
っ
た
と
こ
ろ
に
か
ま
ど
、
土
間
に
水
瓶（
註
一
）、

流
し
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
板
間
に

し
ゃ
が
み
、
米
を
研
い
だ
り
野
菜
を
洗
っ
て
い
た

よ
う
で
す（
写
真
2
）。
調
理
も
当
時
は
床
の
上
で

座
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た（
図
1
）。
東
松
家
で
も

同
様
に
、
通
り
土
間
に
か
ま
ど
が
あ
り
ま
す（
写
真

3
）。
漱
石
住
宅
が
明
治
二
十（
一
八
八
七
）年
頃
、

東
松
家
一
階
は
江
戸

末
期
頃
建
て
ら
れ
た

と
し
て
い
ま
す
の
で
、

明
治
に
な
っ
て
も
台

所
は
土
間
に
か
ま
ど

や
流
し
が
あ
り
、前
時

代
と
大
き
く
変
わ
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

で
は
坐
漁
荘
の
台
所
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
か
ま

ど
も
流
し
も
板
間
に
上
が
り
横
並
び
で
、
床
か
ら

約
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ
り
ま
す
。

洗
い
物
も
煮
炊
き
も
立
っ
た
ま
ま
で
き
る
高
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、坐
漁
荘
で
は
増
築
に
あ
わ

せ
て
水
道
を
引
い
て
お
り
、
蛇
口
つ
き
の
流
し
で

す
。
そ
し
て
、台
所
中
央
に
は
引
出
し
や
戸
棚
が
つ

い
た
調
理
台
が
あ
り
ま
す
。
か
ま
ど
や
流
し
、調
理

台
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
、立
っ
た
ま
ま
調

理
が
で
き
る
動
線
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

坐
漁
荘
が
建
て
ら
れ
た
時
期
と
い
う
の
は
、
知

識
人
の
中
で
台
所
改
善
の
議
論
が
盛
ん
に
な
さ
れ

て
い
ま
し
た（
註
二
）。
当
時
は
、女
性
が
一
手
に
家
事

を
引
き
受
け
て
い
た
時
代
。
便
利
な
家
電
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
女
性
の
家
事
労
働
は
相
当
な
も
の

で
し
た
。
土
間
と
板
間
を
入
っ
た
り
来
た
り
、
先

述
の
通
り
調
理
は
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
行
っ
て
い
た

た
め
、立
っ
た
り
座
っ
た
り
の
動
作
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
家
事
の
負
担
を
減
ら
し
効
率
化
を
は
か

る
た
め
に
、「
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
調
理
を
す
る
」こ

と
が
改
善
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
理

を
板
の
間
で
行
う
の
は「
不
衛
生
」と
い
う
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
、「
立
っ
て
調
理
を
す

る
」こ
と
が
理
想
と
さ
れ
た
の
で
す（
註
三
）。
他
に

は
、ガ
ス
や
水
道
、電
気
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
叫

ば
れ
て
い
ま
し
た（
註
四
）。
明
治
と
い
う
新
し
い
世

に
な
っ
て
も
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
台
所
が
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
よ
う
や

く
花
開
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
坐
漁
荘
は
、
水
道

を
引
い
た
立
式
の
台
所
で
、
台
所
が
大
き
く
変
わ

る
過
渡
期
の
貴
重
な
事
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
主
人
の
西
園
寺
は
食
通
と
し
て
知

ら
れ
、
朝
は
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
や
パ
ン
に
牛
乳
、
夜

は
お
抱
え
の
料
理
人
に
よ
る
関
西
風
の
和
食
を

食
べ
て
い
た
そ
う
。
料
理
人
は
料
理
と
と
も
に

坐
漁
荘
に
や
っ
て
き
て
、
盛
り
付
け
や
温
め
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
機
能
的
な
台
所
が
ど
れ
ほ
ど

活
躍
し
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
晩

年
の
西
園
寺
の
食
卓
を
支
え
た
こ
と
は
間
違
い

な
さ
そ
う
で
す
。

　

最
後
の
元
老
西
園
寺
公
望
が
政
治
の
第
一
線

か
ら
退
い
た
後
、
晩
年
を
過
ご
し
た「
坐
漁
荘
」。

高
齢
の
西
園
寺
に
配
慮
さ
れ
た
工
夫
が
所
々
に

見
ら
れ
る
数
寄
屋
造
り
の
風
流
な
建
物
で
す
。

こ
の
建
物
は
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
に
創
建
さ

れ
、
昭
和
四（
一
九
二
九
）年
に
洋
間
、
サ
ン
ル
ー

ム
、
湯
殿
、
台
所
な
ど
が
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
年
間
に
増
築
さ
れ
た
台
所
に
注
目

し
ま
す
。
か
ま
ど
以
外
は
一
見
す
る
と
私
達
が

見
慣
れ
た
、
現
代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
台
所
で

機能的な台所へ
3丁目27番地 

西園寺公望別邸「坐漁荘」写真1　坐漁荘の台所

写真2　
漱石住宅の台所

写真3　
東松家の通り土間

図
1
　
志
ん
板
勝
手
道
具
尽

し（
政
信
画
一
八
八
四
年
）

い
た
住
宅
で
す
。
蝸
牛
庵
と
い
う
名
は
露
伴
の

号
の
一
つ
で
、引
っ
越
し
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
露
伴
は
自
宅
を
カ
タ
ツ
ム
リ
の
家
を
意
味
す

る「
蝸
牛
庵
」と
呼
ん
で
い
た
た
め
、こ
の
住
宅
は

所
在
地
の
名
を
付
け
た「
向
島
蝸
牛
庵
」と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す（
註
一
）。
幸
田
露
伴
は
明
治
三
十

（
一
八
九
七
）年
か
ら
約
十
年
間
こ
の
住
宅
を
借

家
し
、こ
の
間
に『
太
郎
坊
』『
天
う
つ
浪
』を
執
筆

し
て
い
ま
す
。

　

露
伴
は
執
筆
活
動
の
傍
ら
多
く
の
趣
味
に
興

じ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、川
釣
り
と
写
真
に
精

を
出
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
露
伴
の『
新
羽
衣
物

語
』は
、
写
真
機
を
初
め
て
取
り
上
げ
た
小
説
と

な
っ
て
お
り
、露
伴
が
写
真
に
興
味
を
も
っ
て
い

た
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、露
伴
が
向
島
蝸

牛
庵
に
住
ん
で
い
た
頃
の
文
壇
は
紅
露
時
代
と

呼
ば
れ
て
お
り
、尾
崎
紅
葉
と
幸
田
露
伴
の
二
人

の
作
品
が
流
行
し
た
時
代
で
し
た
。
そ
の
両
者

と
も
写
真
を
趣
味
と
し
て
お
り
、当
時
輸
入
さ
れ

始
め
た
写
真
機
を
、高
価
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
早
く
入
手
し
、撮
影
か
ら
現
像
ま
で
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
の
写
真
は
、乾
板
写
真
と
い
っ
て
撮
影
か

ら
現
像
ま
で
は
以
下
の
作
業
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

①
感
光
す
る
写
真
乳
材
を
塗
布
し
、乾
燥
さ
せ
た

ガ
ラ
ス（
以
下
、乾
板
と
す
る
）を
用
意
す
る
。

②
乾
板
を
写
真
機
に
セ
ッ
ト
し
撮
影
す
る
。

③
撮
影
し
た
乾
板
に
現
像
液
を
浴
び
せ
る
。

④
現
像
具
合
が
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
現
像
液
を

水
で
洗
い
流
し
、
白
黒
が
反
転
し
た
写
真（
ネ

ガ
）を
作
成
す
る
。

⑤
定
着
液
に
浸
し
、白
黒
を
戻
し
た
写
真（
ポ
ジ
）

を
作
成
す
る
。

⑥
定
着
液
か
ら
引
上
げ
再
び
水
で
流
し
、乾
燥
処

理
を
す
る
。

　

撮
影
後
の
現
像
の
作
業
は
光
が
入
る
と
筋
が

で
き
、き
れ
い
に
で
き
な
い
た
め
暗
室
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
「
寫
眞
用
建
築
」に
は
、ア
マ
チ
ュ
ア
用
暗
室
と

し
て
押
入
を
改
造
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、給
排
水
設
備
が
難
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
約
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
の
押
入
の

改
造
例
と
し
て
、「
押
入
の
扉
内
に
黒
色
カ
ー
テ

ン
を
引
い
て
光
線
を
遮
断
す
る
。
上
よ
り
薬
品
、

暗
室
ラ
ン
プ
、仕
事
臺
、材
料
棚
、バ
ケ
ツ
其
他
水

を
入
れ
る
も
の
を
床
に
置
く
。
水
洗
ひ
そ
の
他

は
流
し
又
は
湯
殿
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。」

（
註
二
）
と
設
備
の
配
置
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　

移
築
さ
れ
た
蝸
牛
庵
に
も
写
真
を
現
像
す
る

た
め
の
暗
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
暗

室
は
、露
伴
が
趣
味
の
た
め
に
借
家
中
に
改
築
し

た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
暗

室
は
片
開
き
戸
が
つ
け
ら
れ
た
半
畳
ほ
ど
の
空

間
で
、当
時
の
建
物
の
東
側
面
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
暗
室
に
は
、流
し
と
赤
い
ガ
ラ
ス
が

　
『
明
治
村
だ
よ
り
』一
一
三
号
で
、中
川
館
長
が

幸
田
露
伴
住
宅「
蝸
牛
庵
」に
つ
い
て
記
述
し
て

い
ま
す
が
、今
回
は
暗
室
に
焦
点
を
当
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

明
治
村
に
移
築
さ
れ
た
幸
田
露
伴
住
宅「
蝸

牛
庵
」は
、
現
在
の
東
京
都
墨
田
区
向
島
に
あ
っ

た
、
明
治
初
年
ご
ろ
か
ら
酒
類
商
甲
州
屋
を
営

ん
で
い
た
雨
宮
家
が
隠
居
屋
と
し
て
使
用
し
て

は
め
込
ま
れ
た
採
光
用
の
小
窓
が
あ
り
ま
す
。

野
田
宇
太
郎
氏
が
昭
和
三
十
三（
一
九
五
八
）年

に
移
築
前
の
蝸
牛
庵
を
訪
れ
た
際
、
暗
室
を
確

認
し
、「
雨
宮
家
で
は
其
後
何
に
も
使
用
せ
ず
に
、

殆
ど
昔
の
ま
ま
、が
ら
ん
洞
に
し
て
保
存
し
て
い

る
。」（
註
三
）
と
所
有
者
で
あ
る
雨
宮
家
に
未
改
築

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、露

伴
が
転
居
し
た
後
、
解
体
さ
れ
る
直
前
ま
で
、
現

地
で
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

現
在
、明
治
村
で
見
ら
れ
る
暗
室
は
露
伴
が
趣
味

の
た
め
に
改
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
、個
人
で
こ
の
よ
う
な
暗
室
を
設
け
て
い
る

例
は
数
少
な
く
、幸
田
露
伴
住
宅「
蝸
牛
庵
」に
あ

る
暗
室
は
小
さ
い
な
が
ら
も
当
時
か
な
り
珍
し

い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、暗
室
か
ら
も
住

宅
の
保
存
意
義
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

註
一
「
寺
島
蝸
牛
庵
」と
も
言
う
。

註
二
「
寫
眞
用
建
築
」三
十
六
│
三
十
七
頁
よ
り
引
用

註
三
『
日
本
文
学
の
旅
一
東
京
文
学
散
歩
隅
田
川
編
』

一
一
三
頁
よ
り
引
用

参
考
文
献

（
1
）
野
田
宇
太
郎
一
九
六
七
年
『
日
本
文
学
の
旅
一
東
京

文
学
散
歩
隅
田
川
編
』

（
2
）
博
物
館
明
治
村
一
九
七
二
年
『
明
治
村
通
信
』
二
十
四

号

（
3
）
博
物
館
明
治
村
一
九
八
二
年
『
明
治
村
通
信
』
一
四
一

号

（
4
）
岡
田
哲
郎
一
九
三
六
年
「
寫
眞
用
建
築
」（『
最
新
写
真

科
学
大
系
』）

3丁目26番地 幸田露伴住宅「蝸牛庵」
蝸牛庵の暗室写真1　「橋場渡」幸田露伴撮影

図　蝸牛庵一階平面図（移築前）

写
真
2
　
蝸
牛
庵
の
暗
室

註
一

明
治
三
十
九
年
に
漱
石
の
子
供
が
赤
痢
に
罹
っ
た
こ

と
に
よ
り
、以
後
、漱
石
住
宅
は
水
道
を
引
い
て
い
る
。

註
二
『
生
活
改
善
の
第
一
歩
は
台
所
か
ら
』と
申
し
ま
す
が

實
際
一
家
の
經
濟
と
衛
生
上
の
見
地
か
ら
之
れ
が
改

善
は
最
も
必
要
な
る
事
柄
で
文
化
の
中
心
は
台
所
で

あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。」（
京
都
府
社
会
課
編

一
九
二
九
年
『
台
所
改
善
』  

京
都
府
社
会
課
）

註
三
「
第
一
に
そ
の
内
に
て
働
く
人
が
、
上
下
の
方
向
距
離

の
成
る
べ
く
少
な
き
を
要
す
。
さ
れ
ば（
1
）流
し
・

料
理
臺
・
竈
・
七
厘
等
が
立
ち
た
る
儘
に
て
…
理
想
的

に
云
え
ば
腰
を
少
し
も
曲
げ
ず
し
て
…
使
用
出
来
る

や
う
に
あ
る
を
要
し
」（
井
上
秀
子
一
九
二
七
年
『
現

代
家
事
教
科
書
』）、「
…
小
住
家
に
は
往
々
坐
式
の
流

し
が
設
け
ら
れ
た
が
、
ど
ち
ら
も
非
衛
生
的
で
あ
り
、

且
つ
作
業
に
不
便
な
た
め
、
臺
所
の
能
率
を
低
下
さ
せ

易
い
。
臺
所
の
床
は
な
る
べ
く
他
室
の
床
と
の
高
低

を
少
な
く
し
、
作
業
は
す
べ
て
立
働
式
に
す
べ
き
で
あ

る
。
流
し
臺
・
料
理
臺
・
食
器
戸
棚
・
竈
・
冷
蔵
函
な
ど

は
す
べ
て
立
働
式
の
も
の
を
用
ひ
、
調
理
や
食
器
の
洗

滌
・
整
理
な
ど
が
手
順
よ
く
運
ぶ
や
う
に
配
置
す
べ
き

で
あ
る
」（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
一
九
三
〇
年
『
最

新
家
事
教
科
書
改
訂
版
』）※
傍
線
は
著
者
に
よ
る
も
の
。

註
四
「
都
市
に
於
て
は
電
氣
や
瓦
斯
水
道
等
を
適
當
に
應
用

し
て
衛
生
上
は
勿
論
經
濟
的
に
併
か
も
美
観
を
添
へ

て
の
改
善
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
が
、
…
農
村
の
状
況
を

觀
ま
す
る
に
殆
ん
ど
古
代
の
遺
物
と
も
申
し
ま
せ
う

か
」（
京
都
府
社
会
課
編
一
九
二
九
年
『
台
所
改
善
』

京
都
府
社
会
課
）

主
な
参
考
文
献

（
1
）
高
橋
昭
子
・
馬
場
昌
子
一
九
八
六
年
『
物
語
も
の
の

建
築
台
所
の
は
な
し
』鹿
島
出
版
会

（
2
）
小
菅
桂
子
一
九
九
一
年
『
に
っ
ぽ
ん
台
所
文
化
史
』

（
3
）
田
中
貢
太
郎
一
九
三
二
年
『
西
園
寺
公
望
伝
』改
造
社


